
文化の香り
町いっぱいにき

1＝11月2～3日文化祭芸能発表会＝・

馬

犬伏‘裸太鼓

、、

　
1
1
月
2
・
3
日
　
松
代
小
・

松
代
中
・
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
町
総
合
文
化
祭
が
開
催
さ

　
れ
ま
し
た
。

　
　
各
会
場
に
は
児
童
・
生
徒

　
・
一
般
の
方
々
の
力
作
、
労

昭和54年11月碧発行i

　　第240写　　／
新潟県松代町公民館

電話松代7－2301番

印刷・松代印刷所

↑室野・神楽

作
が
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
、

観
覧
の
人
々
を
喜
ば
せ
ま
し

た
。
3
日
に
は
、
松
代
中
学

校
で
．
芸
能
発
表
会
が
開
催

　
さ
れ
、
出
演
の
各
グ
ル
ー

　
プ
と
も
す
ば
ら
し
い
ス
テ

　
ー
ジ
で
日
頃
の
成
果
を
発

　
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
総

　
合
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
は

　
”
収
穫
感
謝
祭
”
も
あ
り
、

　
　
野
菜
・
養
鯉
等
の
即
売

　
　
や
、
新
潟
ワ
セ
と
越
路

　
　
ワ
セ
の
試
食
会
等
が
行

　
　
な
わ
れ
、
に
ぎ
や
か
な

　
　
一
日
で
し
た
。

↑

↓
松
代
中

↑
総
合
セ
ン
タ
ー
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いま、新たなる伝統を築く

一11月・10目統合・松代中学校落成式・

ご
あ
い
さ
つ

　
　
松
代
町
長

　
　
　
　
秋
山
利

作

　
統
合
中
学
校
の
竣
工
に
当
り
、
一
言

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
町
に
お
け
る
、
中
学
校
統
合
の
問
題

は
、
以
前
か
ら
話
題
に
の
ぼ
っ
て
お
り

ま
し
た
し
過
疎
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減

少
に
伴
う
教
育
効
果
の
面
か
ら
も
、
い

ず
れ
は
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
と
し
て
受
け
止
め
て
お
り
ま
し
た
が
、

山
間
地
に
3
9
の
集
落
が
点
在
し
て
い
る

当
町
の
実
情
で
は
、
何
よ
り
も
生
徒
が

通
学
す
る
道
路
の
問
題
が
一
番
の
懸
案

事
項
で
あ
り
、
特
に
冬
期
間
の
交
通
確

保
が
で
き
な
け
れ
ば
、
六
つ
の
中
学
校

を
一
つ
に
統
合
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ

っ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
の
後
、
道
路
の
改
良
舗
装
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
結
果
、

あ
る
程
度
の
目
途
が
つ
き
ま
し
た
の
で

一生徒を代表し、関谷浩行君（菅刈）が誓いと喜ぴの言葉一

昭
和
5
1
年
に
用
地
買
収
と
敷
地
の
整
地

を
行
い
、
5
2
年
か
ら
校
舎
の
建
築
に
取

り
か
か
り
、
続
い
て
寄
宿
舎
、
体
育
館
、

グ
ラ
ン
ド
の
建
設
を
進
め
て
参
り
ま
し

た
。
4
年
の
歳
月
と
1
0
億
円
余
の
巨
費

を
投
じ
て
、
こ
の
度
立
派
に
完
成
を
見

る
に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
え
に
国
、

県
を
始
め
自
衛
隊
な
ど
関
係
機
関
の
ご

理
解
と
ご
指
導
、
町
民
各
位
、
特
に
地

主
の
皆
様
の
温
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
先
生
方
か
ら
効
果
的
に
ご

利
用
い
た
だ
く
と
共
に
、
こ
こ
に
学
ぶ

生
徒
諸
君
が
、
こ
の
近
代
的
な
施
設
設

備
を
生
か
し
て
勉
学
に
い
そ
し
ま
れ
、

学
力
の
向
上
を
図
ら
れ
る
よ
う
ご
期
待

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
学
校
は
、
学
校
開
放
に
よ
る
社

会
体
育
の
面
で
も
町
民
の
方
か
ら
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ナ
イ
タ
ー
施

設
を
始
め
、
体
育
館
や
グ
ラ
ン
ド
に
相

当
の
余
裕
を
も
っ
て
建
設
し
て
あ
り
ま

す
。
生
徒
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
町
民

の
方
も
こ
の
施
設
を
ご
利
用
下
さ
い
ま

し
て
、
明
る
く
健
康
な
町
づ
く
り
に
役

立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

　
終
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
関
係
者
各

位
の
ご
指
導
と
ご
協
力
に
衷
心
よ
り
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
益
々

の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
“
伸
ぴ
る
可
能
性
を
無
限
に
秘
め
て

明
日
を
創
る
、
未
来
を
築
く
、
創
立

↑
元
年
を
飾
る
顔
”

◇
校
舎
及
び
建
物
の
概
要

○
敷
地
面
積

　
　
校
舎
二
六
・
四
七
九
，
勉

　
　
寄
宿
舎
　
　
五
・
一
一
九
，
勉

○
建
物
面
積

　
　
校
　
舎
　
　
四
・
〇
五
一
”
寵

　
　
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
4
階
建
）

　
　
体
育
館
　
　
二
・
○
〇
五
，
η

　
　
寄
宿
舎
　
　
一
・
二
五
五
、
肌

　
　
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
2
階
建
）

◇
建
設
費
の
概
要

◎
総
額
一
〇
億
三
、

◎
内
訳

◇
校
舎
　
五
億
三
、

◇
体
育
館
二
億
二
、

◇
寄
宿
舎
一
億
六
、

◇
グ
ラ
ン
ド
整
備

　
　
　
　
　
　
四
、

◇
ナ
イ
タ
ー
施
設

　
　
　
　
　
　
三
、

◇
そ
の
他

九
四
六
万
四
千
円

一
一
〇
万
一
千
円

三
二
八
万
四
千
円

九
六
九
万
一
千
円

五
八
八
万
八
千
円

〇
二
〇
万
円

七
一
六
万
円

、



韓
蓉
韓
韓
韓
韓

藤
藤
蕪

躰
　
　
躰
躰

難
難
灘
灘
繍
難
齪
隣

お
お
L
β
客
妻
雰
診
誇
夢
影
影
影
影
影
盤
影
参

　
現
在
耕
作
さ
れ
て
い
る
町
内
の
ほ
と

ん
ど
の
田
は
、
一
枚
の
広
さ
が
5
ア
ー

ル
未
満
と
小
さ
く
、
不
整
形
で
あ
り
、

し
か
も
用
水
源
の
な
い
天
水
田
で
す
。

　
こ
の
様
な
効
率
の
悪
い
圃
場
及
び
農

業
形
態
を
解
消
す
る
た
め
、
こ
の
事
業

は
田
ん
ぽ
一
枚
の
広
さ
を
1
0
～
20
ア
ー

ル
に
し
、
形
を
整
備
し
て
、
農
道
、
用

排
水
路
、
溜
池
、
揚
水
機
等
の
施
設
を

完
備
し
、
農
業
経
営
の
近
代
化
と
生
産

の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
進
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罫
羅
難着工前

　
　
鱗
灘
欝
鱗
灘
鐵

影
購
灘
灘
麟
灘
灘
灘

　
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
3
月
に
は
、
太
平
の
鳥
島
地

区
で
5
・
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
事
業

が
完
了
し
ま
し
た
。
総
事
業
費
は
四
、

八
六
一
万
円
、
内
県
補
助
金
が
一
、
三

四
三
万
円
で
し
た
。
又
、
室
野
第
2
工

区
で
送
水
管
・
ポ
ン
プ
工
事
が
、
赤
坂

工
区
で
は
7
・
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
　
（
前

年
度
分
を
合
計
す
る
と
H
・
5
ヘ
ク
タ

ー
ル
）
の
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

↓
　
太
平
・
鳥
島
地
区
圃
場
整
備
事
業
（
区
画
一
反
歩
）

完了後

室
野
．
赤
坂
地
区

　
（
区
画
二
反
歩
）

着
工
前

完
了
後
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難灘灘難灘鰻議纏…纏饗

二特定農山村振興対策事業二

　　　　　　　　　　　　　　　　鋸　　　　　　　　　　　　　　　設　　　　　　　　　　　　璽

　　　　　　　　　　癒　　　　　　　　　縷　　　　　　　縷　　　　　　業

　　　　　　難

　懸鎌
　
こ
の
特
農
事
業
に
よ
り
昭
和
5
1
年
よ

り
、
農
業
経
営
近
代
化
の
た
め
の
施
設

や
生
活
環
境
改
善
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー

の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
も
清
水
部
落
に
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
が
、
室
野
に
育
苗
施
設
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
特
農
事
業
に
よ
る
施
設
・
セ
ン
タ

　
ー
の
建
設
（
51
年
　
53
年
）

昭
和
5
1
年
　
竹
所
に
畜
舎
建
設

昭
和
52
年
　
太
平
に
育
苗
施
設
建
設

昭
和
5
3
年
　
蒲
生
と
竹
所
に
生
活
改
善

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
を
建
設

　
（
写
真
）

↓
室
野
に
建
設
さ
れ
た
育
苫
施
設

鉄
骨
造
2
階
建
　
延
二
七
一
・
六
〇
，
舵

（
約
3
0
町
歩
の
育
苗
が
で
き
ま
す
。
）

　
町
で
は
、
昭
和
5
1
年
度
よ
り
農
業
の

振
興
を
図
り
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と

特
農
振
興
対
策
事
業
（
国
庫
補
助
）
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
農

業
の
生
産
基
盤
及
び
経
営
近
代
化
施
設

の
整
備
と
生
活
環
境
の
整
備
を
図
り
、

地
域
の
振
興
に
役
立
て
よ
う
と
進
め
て

来
た
も
の
で
す
。

〃

稲
作
の
機
械
化

”
を

す
す
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

室
野
生
産
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
室
野
部
落
で
は
4
8
名
で
「
室
野
水
稲

生
産
組
合
」
を
組
織
し
、
特
農
事
業
に

よ
る
農
業
機
械
を
昭
和
5
2
年
よ
り
導
入

し
、
稲
作
の
機
械
化
を
進
め
て
き
て
い

ま
す
。
5
2
年
に
は
ト
ラ
ク
タ
ー
4
台

へ
1
台
一
〇
〇
万
円
）
、
コ
ン
バ
イ
ン

2
台
（
1
台
六
八
万
五
千
円
）
、
乾
燥

機
4
基
（
、
1
t
・
1
基
五
七
万
二
千
円
）

を
、
5
3
年
に
は
、
田
植
機
9
台
、
コ
ン

バ
イ
ン
ー
台
、
乾
燥
機
2
基
を
、
そ
し

て
、
今
年
は
約
2
0
俵
の
米
が
一
度
に
乾

燥
で
き
る
ー
・
6
t
の
乾
燥
機
（
一
基

八
○
万
六
千
円
）
2
基
を
導
入
し
、
稲

作
の
生
産
性
の
向
上
、
労
働
力
の
省
力

化
を
図
り
、
組
合
員
の
経
済
的
な
地
位

向
上
に
役
立
て
よ
う
と
積
極
的
な
生
産

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

班∬

皿∬班

∬
∬皿

∬
皿
∬
∬
皿
∬
∬
皿
∬
∬
∬
∬
∬
∬
㎡
ρ
∬
㎡
炉
班
∬
∬
∬
∬
皿
∬
釘
∬
∬
∬

（写真下）清水に建設された、生活改善センター

　　　　　　　　木造2階建　延158．94ガ

　　　　　　　　事業費1，273万5千円
＼

これらのセンターは、集落における、集会、研修、

娯楽を通じ、相互理解と親睦を深め、生活文化の向

上、保健福祉の増進を図るための拠点として設置さ

れたものです。

－

↑
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
今
年
は
蓬
平
に
建
設

木
造
2
階
建

　
　
　
　
延
一
八
五
・
五
〇
、
那

事
　
業
　
費

　
　
　
　
一
、
四
一
〇
万
円

《
過
去
に
建
設
さ
れ
た
集
落
開

発
セ
ン
タ
ー
》

昭
和
4
8
年

　〆〆　　　〆ノ　　　ノ：ノ’　　　ノア’　　　Z／

53　52　51　50　49

年年年年年

苧濁犬峠会下
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保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
　
⑲

　
　
　
　
　
幼
児
の
む
し
歯
に

　
今
年
も
春
と
秋
の
一
才
児
半
、
二
才
児
半
、

三
才
児
半
の
検
診
が
お
わ
り
ま
し
た
。

　
発
育
状
態
は
全
般
的
に
よ
く
な
（
て
い
ま

す
が
殆
ん
ど
の
児
が
む
し
歯
を
も
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
割
合
は
表
1
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乳
歯
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
部
で
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
本
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
こ
ん
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
た
く
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
な
し
歯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
児
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
に
二
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
半
検
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
む
し
歯

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
な
か
っ

表
　
　
　
　
　
　
　
　
た
児
は
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
人
で
し

た
が
、
｝
狂
後
に
は
た
っ
た
五
人
に
な
り
ま

し
た
。
内
訳
は
表
∬
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
尚
、
む
し
歯
の
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
人
は
次
の
子
供
さ
ん
で
し
た
。

表H

一才児半 二才児半 三才児半

対　　象　　者 77人 81人 73人

出　　席　　者 72人 76人 63人

虫歯の割合 24．45％ 64．1％ 89．7％

一人平均虫歯数 0．49本 3．44本 5．52本

最高虫歯数 7本 15本 20本

53年二才児半検診で’

むし歯のなかった
児の一年後の結果

0本 1 2本 3本 4本 5本

5人 5 4人 1

　　室仙小部
峠〃　　荒
　　野納戸落

　
氏
名
　
　
屋
号

笠
原
千
秋
　
又
七

本
柳
哲
也
て
っ
き
ょ

永
井
琴
美
中
西
屋

佐
藤
宏
美
　
政
七

横
尾
正
憲
最
の
上

☆
む
し
歯
予
防
の
三
原
則
☆

①
歯
を
丈
夫
に
す
る
。

②
歯
垢
を
っ
け
な
い
よ
う
に

　
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お

　
く
o

つ
い
て

③
甘
い
も
の
を
た
べ
さ
せ
な
い
。

㊤
歯
を
丈
寿
、
に
す
る
た
べ
も
の
は
幼
児
の
発

育
に
も
大
切
な
も
の
で
す
。
蛋
白
質
を
充
分

に
野
菜
・
果
物
も
毎
日
た
べ
さ
せ
て
下
さ
い
。

②
歯
を
い
つ
も
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、
間

食
は
時
間
を
ぎ
め
て
与
え
、
菓
子
を
一
袋
も

た
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

又
、
た
べ
た
あ
と
は
必
ず
ウ
ガ
イ
さ
せ
る
か
、

水
を
の
ま
せ
て
下
さ
い
。

③
子
供
か
ら
甘
い
も
の
を
全
部
と
り
さ
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
お
や
つ
は
甘
い
菓
子

を
さ
け
、
牛
乳
や
果
物
に
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
下
さ
い
。

　
む
し
歯
の
こ
と
に
つ
い
て
、
二
十
七
日
の

午
後
、
松
代
病
院
の
東
先
生
か
ら
お
話
を
し

て
頂
き
ま
す
の
で
、
連
絡
の
あ
っ
た
方
は
出

席
し
て
下
さ
い
。

　
過
日
行
い
ま
し
た
母
性
貧
血
検
査
結
果
は
、

異
常
の
な
い
人
に
は
通
知
し
ま
せ
ん
の
で
御

了
承
下
さ
い
。
要
注
意
や
要
精
検
の
人
に
は

今
月
中
に
指
導
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
連
絡

が
あ
っ
た
ら
出
席
し
て
下
さ
い
。

r
r
r
ぐ
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r

戸
籍
の
窓
口
か
ら

十
月
受
付
分
（
受
付
順
）

ご
け
つ
二
ん
瀧

お
め
で
ζ
つ
耐
髄

柳
譲
・
櫻
澤
た
ま
き

　
　
　
　
　
　
　
　
孟
地

筑
波
孝
夫
・
笠
井
　
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
松
代

豊
島
英
明
・
根
田
令
子

　
　
　
　
　
　
　
　
松
代

新
宅

県
営
住
宅

釜
田
住
宅

人ロのうこき

　
D
8
の
）

　
1
1
　
2
7

在
↑
↑
↑
↑

現
2
0

日
0
7
3
9
0
9

1
0
糾
6
．
7
・
4

　
1
　
　
Q
り
　
Q
σ
　
ワ
‘

月
1
数
男
女
計

－
帯
口

　
世
人

出生　2　　死亡　7

転入13　　転出35
増計15　　減計42

中
村
善
信
・
中
村
妙
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
塚
元

小
堺
健
一
・
矢
代
ミ
ツ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
生
　
中
屋
敷

小
堺
繁
憲
・
宮
下
輝
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
儀
明
　
長
之
助

池
田
岩
夫
・
三
輪
京
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
野
倉
　
杉
原

繧讐

奪

　
　
　
　
父
秀
一

白
石
麻
子
　
　
　
長
女
　
松
代
　
分
所

　
　
　
　
母
素
子

　
　
　
　
父
進

山
岸
雅
史
　
　
　
長
男

　
　
　
　
母
喜
美
江

お
く
や
み

（
死
亡
）

山
岸
助
一
郎

小
堺
由
太
郎

中
條
　
ト
リ

齋
木
　
　
猛

柳
　
　
　
齋

樋
口
丙
午
郎

小
堺
　
福
平

享縷六七五四八八
五三二八〇六
才才才才才才

蒲
生
善
四
郎

木
和
田
原

　
　
　
寺
助

室
野
隠
居
屋

竹
所
　
干
場

中
子
お
や
け

苧
島
　
板
屋

松
代
　
金
八

室
野
重
兵
衛

☆家族そろって正月を☆

　　正月帰省バス運行
　　　申込みは12月l　O日までに

　毎年実施しております出稼者の正月帰省バスを今

年も次により実施いたします。

　出稼者の皆さんには、出稼労働者必携ですでにお

知らせいたしましたが、一般の方々でもしご希望が

ございましたら料金を添えて12月10日までに役

場職業係へ申込んで下さい。申込み用紙は役場に用

意してあります。

正月帰省バス運行計画
　　　　、
東京～松代 名古騨代：お子りいた：だき・たいこと

料　金 3，900円 4，500円 ・集合時間は厳守

・荷物ばスーツケース1

ケ程度

・酒類の畝食はほどほどに

・最悪の場合大島より歩

かれる服装、履物の用

意をお願いします。

出発日
12 28．

29．30
12月
28．30日

集合場所 上野
西郷銅像脇

　古屋
新幹線口前

集合時問 午後8時まで 午後8時まで

出発時刻 午後9時 午後9時

松代着 翌朝9時頃翌朝9時頃

再赴任の受付は……1月2日（1日限りです）

　お正月を一家団らんで過ごされた後職場へお帰り

になられる場合も貸切バスを1月4日に運行する予
定です。

　受付は1月2日午前9時から午後3時迄役場職業
係でいたします、電話等で申込んで下さい。この時

間以外は一切受付を致しませんのでご了承を。

　　　　　再赴任バス運行計画

松　代～東　京　　松　代～名古屋

（降雪のない場合）役場前発午後4時東京・名古屋へ

（若干の降雪の場合）

役場前発午後4時大島乗替で東京・名古屋へ

第一次案

第二次案（51



Q露勲Q。ミ論Q罫ρこんなに大きくなつた国民年金

壁
誰
額
懇
遜
雛
難
国
鰯
難
釜
…

（単位円）

1．拠出年金

年金額（単位　円）

2．福祉年金

年金額

　　　o　　σ・　　o　ぴ・o
び・

種　　　別 制度発足時 50狂10月分カモ 5齪月分力ち 項目　施行期日 36．4 45．7 50．9 548

老齢福祉年金 12，000 144，000 240，000 老
齢
年
金

高 1晦年金 9，600 δ0，000 212，250 296，900

障害福祉年金一級 18，000 216，000 360，000 讐5唖 『 30，000 135，840 241，300

〃　　二級 『 144，000 240，000 25年年金 24，000 96，000 339，600 470，700

母子福祉年金
　　　　｝
準母子福祉年金

　12，000

伽算額a400〕

187，200

灘1：〕

312，000
2子24000

第3子より

　　4800

墜
昼
金
撃
釜

1級障害 30，000 120，000 424，500 597，500

2級障害 24，000 96，000 339，600 478，000

子等1人 19，200 91，200 339，600 478ρ00

老齢特別給付金 『 66，000 108，000 子等2人 24，000 g6，000 349，200 502，000

年金の種類年金受給者数と支給年金額
遺児年金遺児1人 12，000 91，200， 339，600 478，000

，年金の種類年金受給権者数と支給年金額
磯 老齢 障害 母子 輯

計 支給年金額

34 62995 3745人 4273人 0人 7LO1映 8億620晒円 老齢 障害 母子準母子 遺児寡婦
計 支給年金額

39 79928 ◎587 ◎378 22 92915 11億700万円 39 一人 120人 L403人 88人 L◎1汰 4170万円

46 gg514 11，114 661 2 111，291 29億鳥600万円 46 ◎825 a435 4120 288 13688 10億L70晒円

50 121ρ42 1a506 84 0 134632 190億π00万円 50 10α6朗 4818 3762 809 11α071 193億900万円

53 10a807 14，840 44 0 11＆691 228億て20砺円 53 155396 6β27 3293 1ρ70 16◎086 377億＆600万円

　
昭
和
三
十
四
年
に
国
民
年
金
制
度
が

発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
ヨ
チ
ョ

チ
歩
き
だ
っ
た
国
民
年
金
は
、
み
な
さ

ん
の
暖
か
い
目
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

ス
ク
ス
ク
成
長
し
て
り
っ
ぱ
に
二
十
才

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
祝
っ
て
、
県

で
は
十
一
月
一
日
に
新
潟
市
で
国
民
年

金
法
施
行
二
十
周
年
記
念
式
典
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
国
民
年
金

の
二
十
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

そ
の
役
割
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

ょ
う
。

《
福
　
祉
　
年
　
金
》

　
福
祉
年
金
は
昭
和
三
十
五
年
三
月
か

ら
年
金
の
支
給
が
開
始
さ
れ
、
本
県
に

お
い
て
は
七
一
、
〇
二
二
人
に
老
令
・
障

害
・
母
子
の
各
年
金
が
支
給
さ
れ
国
民

年
金
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

昭
相
三
十
四
年
度
に
お
け
る
年
金
の
支

蝉年金受給者数と支給年金額

年金の種類年金受給権者数と支給年金額

給
額
は
八
億
六
、
二
〇
〇
万
円
で
し
た
。

そ
の
後
、
国
民
年
金
の
改
定
や
老
令
人

口
の
増
加
に
よ
り
、
受
給
者
数
は
毎
年

増
え
続
け
、
昭
和
四
十
八
年
度
に
は
、

一
四
九
、
四
七
四
人
に
達
し
、
八
五
億
四
、

八
O
O
万
円
の
年
金
を
こ
れ
ら
の
人
た

ち
に
支
給
し
て
い
ま
す
。
福
祉
年
金
の

受
給
者
数
は
こ
の
年
度
を
境
に
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
支
給
総
額
で
見
る

と
逆
に
上
昇
の
一
途
を
た
ど
り
、
昭
和

五
十
三
年
度
に
は
二
二
八
億
七
ご
O
O

万
円
の
年
金
が
一
一
八
、
六
九
一
人
の
人

に
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
か

ら
も
福
祉
年
金
が
年
々
改
善
さ
れ
老
後

の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

よ
く
分
り
ま
す
。

《
拠
　
出
　
年
　
金
》

　
福
祉
年
金
に
一
足
遅
れ
て
昭
和
三
十

六
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
拠
出
年
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

に
は
、
そ
の
当
時
、
五
六
一
、
一
四
六
人

が
加
入
し
て
老
後
に
備
え
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
度
ま
で
は
、
老
令
年

金
の
受
給
者
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
加
入
者
は
年
々
増
加
を
見
せ

六
四
八
、
七
六
六
人
に
達
し
ま
し
た
。
そ

し
て
昭
和
四
十
六
年
五
月
か
ら
制
度
の

柱
で
あ
る
老
令
年
金
の
支
給
が
始
ま
り
、

年
金
時
代
の
幕
開
き
を
告
げ
ま
し
た
。

こ
の
年
度
中
に
老
令
年
金
を
受
け
た
人

は
六
、
八
二
五
人
で
し
た
。
し
か
し
、
老

令
年
金
の
支
給
が
始
ま
っ
た
昭
和
四
十

六
年
度
以
降
の
加
入
者
数
は
減
少
傾
向

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
五
十
年

度
か
ら
六
十
万
と
い
う
一
定
数
の
水
準

を
保
っ
て
い
ま
す
。
今
年
三
月
に
お
け

る
二
十
才
か
ら
六
十
才
ま
で
の
県
人
口

は
一
三
四
万
人
で
す
か
ら
、
十
人
に
つ

き
四
・
四
人
が
国
民
年
金
の
加
入
者
と

い
う
勘
定
に
な
り
ま
す
。

《
お
老
寄
の
約
七
割
に
支
給
》

　
今
年
の
三
月
末
に
お
け
る
本
県
の
六

十
才
以
上
の
老
令
人
口
は
三
七
三
、
二
四

〇
人
で
す
。
こ
の
う
ち
、
国
民
年
金
の

老
令
年
金
を
う
け
て
い
る
人
は
一
五
五
、

三
九
六
人
、
老
令
福
祉
年
金
を
受
け
て

い
る
人
が
九
六
五
九
三
人
で
、
老
令
人

口
の
約
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
二

五
一
．
九
八
九
人
に
総
額
五
一
六
億
七
六

八
万
円
の
年
金
を
支
給
し
、
生
活
の
安

定
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
障
害

・
母
子
等
の
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が

県
に
一
〇
、
六
九
〇
人
お
り
、
支
払
れ
て

い
る
年
金
額
は
五
十
億
三
、
七
四
一
万
円

に
な
り
ま
す
。

《
保
険
料
は
生
か
さ
れ
て
い
ま
ず
》

　
と
こ
ろ
で
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん
が

納
め
た
保
険
料
は
、
将
来
、
年
金
を
う

け
と
る
と
き
の
（
年
金
積
立
金
）
と
し

て
国
の
資
金
運
用
部
に
い
っ
た
ん
預
け

ら
れ
ま
す
。
そ
の
年
金
積
立
金
は
、
加

入
者
や
年
金
受
給
者
、
地
域
の
み
な
さ

ん
の
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
、
生
活
資

金
や
住
宅
建
築
資
金
の
貸
付
、
あ
る
い

は
市
町
村
な
ど
に
対
し
て
病
院
、
保
育

所
、
簡
易
水
道
な
ど
の
建
設
資
金
と
し

て
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
県
で
は
、

こ
れ
ま
で
一
、
四
九
八
の
施
設
な
ど
に
、

三
七
三
億
七
£
二
〇
万
円
に
も
の
ぼ
る

融
資
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
国
民
年
金
は
た
だ
単
に
老
後
や

万
一
の
時
に
年
金
を
支
給
し
て
生
活
の

安
定
を
図
る
ば
か
り
で
な
く
、
私
た
ち

の
社
会
を
よ
り
住
み
や
す
く
す
る
た
め

に
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
制
度
で
す
。



　
1
0
月
1
4
日
、
秋
晴
れ
の
下
、
第
二
回

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
旧
松
代
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
を
出
発
。
決
勝
点
に
、
太
平
、

菅
刈
、
小
荒
戸
部
落
内
を
折
返
し
、
1

・
2
・
3
・
5
㎞
の
4
コ
ー
ス
に
分
け

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
年
令
と
体
力
に
応
じ

た
走
力
を
知
り
、
お
互
い
の
若
さ
と
健

康
を
喜
び
あ
い
、
明
る
い
町
づ
く
り
に

寄
与
し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
七
〇
〇
名
を

越
す
参
加
者
が
あ
り
、
関
係
者
を
喜
ば

せ
ま
し
た
。

　
大
会
会
長
の
秋
山
町
長
の
あ
い
さ
つ
。

中
村
町
議
会
副
議
長
、
牧
田
教
育
委
員

長
の
祝
辞
、
小
菅
大
会
審
判
長
の
競
技

上
の
注
意
の
あ
と
、
選
手
を
代
表
し
て

老
人
の
部
太
平
の
柳
和
長
次
さ
ん
に
よ

る
選
手
宣
誓
で
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
競
技
は
小
学
生
か
ら
老
年
（
6
0
才

以
上
）
ま
で
、
2
0
種
目
に
分
け
実
施
さ

れ
ま
し
た
が
、
選
手
全
員
完
走
、
事
故

も
な
く
盛
会
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
大
会
実
施
運
営
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　
運
動
を
す
る
人
と
し
な
い
人
で
は
、

10

才
ほ
ど
の
体
力
差
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
さ
そ
い
あ
っ
て
ま
ず
足
元

か
ら
体
力
づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
、
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
小
学
生
男
子
1
K
m
の
部

　
第
一
位
　
斉
藤
　
清
　
　
（
北
山
小
）

　
タ
イ
ム
　
四
分
八
秒

　
　
二
位
　
村
山
健
次
　
　
（
室
野
小
）

　
　
三
位
　
柳
　
正
美
　

（
蒲
生
小
）

◇
小
学
生
男
子
2
K
m
の
部

　
第
一
位
　
山
岸
浩
二
　
（
蒲
生
小
）

　
タ
イ
ム
　
八
分
八
秒

　
　
二
位
　
関
谷
　
修
　
　
（
室
野
小
）

　
　
三
位
　
牧
田
義
明
　
　
（
峠
小
）

◇
小
学
生
男
子
3
K
m
の
部

　
第
一
位
　
中
村
　
修
　
　
（
莇
平
小
）

　
タ
イ
ム
　
十
一
分
二
十
九
秒

　
　
二
位
　
若
井
義
広
　

へ
蓬
平
小
）

　
　
三
位
　
高
橋
富
士
男
（
室
野
小
）

◇
小
学
生
女
子
1
K
m
の
部

　
第
一
位
柳
久
美
子
　
（
松
代
小
）

　
タ
イ
ム
　
四
分
十
八
秒

　
　
二
位
　
菅
井
良
子
　

（
松
代
小
）

　
　
三
位
　
菅
井
文
代
　

（
　
〃
　
）

◇
小
学
生
女
子
2
K
m
の
部

　
第
一
位
　
中
村
由
紀
　
　
（
清
水
小
）

　
タ
イ
ム
　
七
分
四
十
一
秒

　
　
二
位
　
山
岸
あ
け
み
（
孟
地
小
）

　
　
三
位
　
中
村
智
恵
子
（
清
水
小
）

◇
小
学
生
女
子
3
K
m
の
部

　
　
　
　
　
　
松
代
小
学
校
の
み
参
加

　
第
一
位
柳
紀
子
　
（
松
代
小
）

　
タ
イ
ム
　
十
三
分
五
十
一
秒

　
　
二
位
　
志
賀
真
由
美
（
松
代
小
）

　
　
三
位
　
小
山
淳
子
　

へ
　
〃
　
）

◇
中
学
生
男
子
3
K
皿
の
部

　
第
一
位
　
中
村
　
浩

　
タ
イ
ム
　
十
分
十
一
秒

　
　
二
位
　
高
橋
和
彦

　
　
三
位
　
市
川
　
清

◇
中
学
生
男
子
5
K
皿
の
部

　
第
｝
位
　
佐
藤
純
一

　
タ
イ
ム
　
十
七
分
九
秒

　
　
二
位
　
山
賀
健
一

　
　
三
位
　
富
沢
政
彦

◇
中
学
生
女
子
2
K
m
の
部

　
第
一
位
　
高
橋
美
由
紀

　
タ
イ
ム
　
七
分
五
十
三
秒

　
　
二
位
　
小
野
島
美
恵
子

　
　
三
位
　
高
橋
昭
子

◇
中
学
生
女
子
3
K
皿
の
部

　
第
一
位
　
関
谷
秀
子

　
タ
イ
ム
　
十
二
分
二
十
七
秒

　
　
二
位
　
柳
　
和
子

◇
高
校
生
男
子
5
K
m
の
部

　
第
一
位
石
塚
哲
ニ

　
タ
イ
ム
　
十
七
分
二
秒

　
　
二
位
　
鈴
木
正
志

　
　
三
位
　
山
本
勇
人

◇
高
校
生
女
子
3
K
m
の
部

　
第
一
位
石
沢
志
げ
子

　
タ
イ
ム
　
十
｝
分
五
十
二
秒

　
　
二
位
　
長
沢
清
美

　
　
三
位
　
⊥
局
橋
直
子

◇
成
年
男
子
5
K
m
の
部

　
第
．
一
位
　
遠
藤
利
光

　
タ
イ
ム
　
十
八
分
九
秒

二
位
井
上
覚
　
三
位
斉
木

四
位
・
関
谷
良
一
　
　
五
位

六
位
　
宮
沢
新
松
　
　
七
位

◇
老
人
1
K
m
の
部

　
第
一
位
富
沢
庚

　
夕
千
ム
　
四
分
十
一
秒

二
位
　
柳
和
長
次
　
　
三
位

四
位
　
富
沢
恭
松

六
位
　
万
羽
ヒ
デ
　
　
七
位
　
、

八
位
　
小
堺
ツ
ル

◇
婦
人
（
2
0
／
2
9
才
）

　
第
一
位
　
佐
藤
茂
子

　
タ
イ
ム
　
四
分
四
十
六
秒

二
位
　
柳
恵
美
子
　
　
三
位

四
位
　
相
沢
キ
ョ
子

◇
婦
人
（
3
0
～
3
9
才
）

　
第
一
位
佐
藤
ト
シ
子

　
タ
イ
ム
　
四
分
四
秒

二
位
　
福
島
ユ
ミ
子
　
三
位

十八六四
位位位位
◇
婦
人

　
第
一

　
タ
イ
ム

十八六四二
位位位位位

勝

相
沢
幸
一

鈴
木
孝
雄

　
　
市
川
寅
太
郎

五
位
小
堺
関
右
工
門

　
　
刀
堺
ハ
ナ

1
K
m
の
部

相
沢
敏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
関
谷
初
子

鈴
木
ヨ
ゥ
子
　
五
位
　
武
田
千
代
子

柳
　
、
・
、
チ
　
　
七
位
　
米
良
成
美

南
雲
京
子
　
　
九
位
　
関
谷
美
子

相
沢
キ
ミ
子

　
（
4
0
～
5
9
才
）
1
K
m
の
部

位
　
佐
藤
日
出
子

　
　
三
分
五
十
七
秒

関
谷
ヤ
イ
　
　
三
位
　
佐
藤
絹
代
『

斉
木
卜
・
・
、
工
　
五
位
　
若
井
タ
カ
子

相
沢
ヨ
キ
エ
　
七
位
　
室
岡
静
江

樋
ロ
キ
ク
代
　
九
位
　
市
川
マ
サ

相
沢
ヤ
イ

◇
第
一
壮
年
の
部
3
K
m
の
部

　
第
一
位
　
佐
藤
信
一

　
タ
イ
ム
　
十
二
分
二
十
五
秒

二
位
　
関
谷
正
次
　
　
三
位
　
山
賀
啓
司

四
位
　
若
井
利
晴
　
　
五
位
　
柳
　
　
昇

六
位
　
市
川
嘉
吉
　
　
七
位
　
高
橋
庄
一
郎

◇
第
二
壮
年
2
K
m
の
部

　
第
一
位
富
沢
達
司

　
タ
イ
ム
　
七
分
三
十
六
秒

十八六四二
位位位位位

佐
藤
政
行
　
　
三
位

山
賀
新
｝
郎
　
五
位

市
川
新
一
郎
　
七
位

石
野
　
勝
　
　
九
位

小
山
敏
男

◇
第
三
壮
年
1
K
m
の
部

　
第
｝
位
　
高
橋
政
ニ

　
タ
イ
ム
　
三
分
五
五
秒

二
位
　
古
島
辰
雄
　
　
三
位

四
位
　
関
谷
芳
太
郎
　
五
位

六
位
　
市
川
泰
治
　
　
七
位

小
堺
茂
男

牧
田
貞
寿
、

鈴
木
正
利

相
沢
喜
八
郎

高
橋
芳
平

柳
啓
一
郎

若
月
三
吉

　
　
の
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勤
労
を
愛
す
る
人
間
を
つ
く
る
に
は

幼
少
時
か
ら
働
く
習
慣
づ
け
が
必
要
で

す
。
大
き
く
な
っ
て
か
ら
急
に
養
え
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
欧
米
の
母
親
は
、
ヨ
チ
ョ
チ
歩
き
の

赤
ち
ゃ
ん
時
代
か
ら
自
分
の
身
の
ま
わ

り
の
整
頓
や
、
遊
ん
だ
あ
と
の
部
屋
や

玩
具
の
か
た
づ
け
、
食
事
の
あ
と
し
ま

つ
な
ど
、
自
分
で
や
る
よ
う
き
び
し
く

し
つ
け
ま
す
。
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、

掃
除
・
洗
た
く
・
お
使
い
・
動
物
の
世

話
な
ど
発
達
段
階
や
素
質
に
応
じ
て
家

庭
の
仕
事
や
家
業
の
手
伝
い
な
ど
を
す

る
習
慣
づ
け
を
し
ま
す
。
子
ど
も
達
は

喜
ん
で
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
な
が
ら
や

る
の
で
、
そ
れ
ら
の
仕
事
を
通
し
て
だ

い
じ
な
性
格
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
日
本
の
母
親
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
あ
な
た
は
、
お
子
さ
ん
に
仕
事
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

．
の
役
割
を
決
め
て
、
毎
日
、
き
ち
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
ん
と
仕
事
を
さ
せ
て
い
ま
す
か
”
　
．

”
　
〃

“

しんぶんくば

松代小1年
　せきやひろあき

　
ぼ
く
は
、
ま
い
に
ち
、
し
ん
ぶ
ん
く

ば
り
を
　
し
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
青

い
じ
ゃ
ん
ぱ
あ
を
　
き
て
　
う
ち
を

で
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
さ
む
か
っ
た
け

れ
ど
　
あ
か
る
く
て
　
い
い
き
も
ち
で

し
た
。
し
ん
ご
う
の
か
ど
を
　
ま
が
っ

て
は
し
り
ま
し
た
。
や
っ
と
し
ん
ぶ
ん

が
　
あ
る
と
こ
ろ
に
つ
き
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
　
お
に
い
さ
ん
が

「
は
や
い
な
あ
凶
っ
て
い
い
ま
し
た
。

ほ
か
の
　
お
ば
さ
ん
も
「
え
ら
い
よ
凶

っ
て
い
い
ま
し
た
。
お
に
い
さ
ん
が

し
ん
ぶ
ん
を
と
っ
て
ぼ
く
に
、
わ

た
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
し
ん
ぶ
ん
を

も
っ
て
し
ん
ぶ
ん
が
　
あ
る
と
こ
ろ
を

で
ま
し
た
。
ま
っ
す
ぐ
な
　
み
ち
を

は
し
っ
て
　
か
い
だ
ん
を
　
の
ぼ
り
ま

し
た
。
し
ょ
う
り
ん
じ
に
　
つ
い
て

し
ん
ぶ
ん
を
わ
た
す
と
し
ょ
う
り
ん
じ

の
人
が
「
あ
り
が
と
う
凶
と
い
っ
て
、

せ
ん
べ
い
を
　
く
れ
ま
し
た
。
か
い
だ

ん
を
　
お
り
て
　
う
ち
へ
か
え
っ
た
ら

「
ま
た
　
は
や
い
ね
凶
と
お
か
あ
さ
ん

が
い
い
ま
し
た
。

稲運び
室野小6年
佐藤奈津江

　
稲
か
り
休
み
中
の
私
の
仕
事
は
、
稲

運
び
だ
っ
た
。
姉
も
休
み
だ
っ
た
と
き

は
、
ま
だ
よ
か
っ
た
も
の
の
、
私
一
人

だ
け
に
な
る
と
、
母
や
父
が
か
っ
た
稲

を
、
　
一
人
で
運
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
、
す
ぐ
い
や
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
運
ぶ
き
ょ
り
は
短
い
け
れ
ど
、
私
の

家
の
田
は
、
ほ
と
ん
ど
だ
ん
だ
ん
田
ん

ぼ
な
の
で
、
あ
つ
い
日
ざ
し
を
あ
び
な

が
ら
の
仕
事
は
、
と
て
も
苦
し
か
っ
た
。

も
う
家
に
帰
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
て
き
た
が
、
が
ん
ば
っ
て
や
っ
た
。

　
あ
つ
い
中
、
い
や
い
や
な
が
ら
稲
を

運
ん
で
い
た
。
つ
づ
け
て
や
っ
て
い
ら

れ
ず
、
稲
の
た
ば
が
で
き
る
ま
で
の
間

を
み
て
休
ん
だ
り
し
た
。
そ
の
う
ち
、

「
も
う
少
し
で
休
み
に
す
る
す
け
、
が

ん
ば
れ
ゆ
一
と
、
父
の
声
が
し
た
。
そ
れ

を
聞
く
と
、
私
は
元
気
が
で
て
き
、
仕

事
に
力
が
は
い
っ
た
。

　
お
茶
や
お
に
ぎ
り
、
な
し
や
あ
め
な

ど
が
で
た
。
家
で
食
べ
る
と
き
よ
り
も
、

と
て
も
お
い
し
く
感
じ
た
。
特
に
、
お

に
ぎ
り
な
ん
か
、
何
個
食
べ
て
も
た
り

な
い
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。

　
夕
方
ま
で
や
っ
た
が
、
初
め
は
、
い

や
い
や
な
が
ら
や
っ
て
い
た
。
自
分
な

り
に
、
が
ん
ば
っ
た
の
で
、
終
わ
り
に

は
、
仕
事
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
な
、
と

い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
き
た
。

　
稲
か
り
が
全
部
終
わ
っ
た
と
き
、
「
な

あ
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
、
助
か
っ
た

き
ょ
凶
ど
父
や
母
に
言
わ
れ
た
と
き
は
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

　
来
年
は
、
今
年
以
上
に
、
母
や
父
の

仕
事
を
少
し
で
も
楽
に
で
き
る
よ
う
に
、

が
ん
ば
り
た
い
と
思
う
。

　
夜
、
母
ち
ゃ
ん
が
、

「
仕
事
が
い
そ
が
し
い
か
ら
米
と
ぎ
し

て
く
れ
］

と
言
っ
た
。
ぼ
く
は
、
べ
つ
に
な
に
も

す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
、

「
い
い
よ
四

と
答
え
た
。
米
と
ぎ
を
初
め
て
や
る
。

ど
う
い
う
順
番
で
や
る
の
か
教
え
て
も

ら
っ
た
。

「
最
初
に
水
を
入
れ
て
、
水
が
半
分
く

ら
い
に
な
っ
た
ら
水
を
止
め
て
、
二
、

三
分
ぐ
ら
い
と
い
で
か
ら
水
を
す
て
る
。

こ
れ
を
五
、
六
回
く
り
か
え
し
て
、
最

後
に
水
を
入
れ
る
。
一

と
、
母
ち
ゃ
ん
は
言
っ
た
。
あ
ん
ま
り

い
っ
ぱ
い
言
わ
れ
た
ら
、
頭
が
こ
ん
が

ら
が
っ
た
み
た
い
に
な
っ
た
。
で
も
、

や
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
、
や
っ
て
み
た
。

米
が
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
、
へ
ん
な
気
持
ち

だ
っ
た
。

　
水
を
す
て
た
。
そ
し
た
ら
、
米
が
出

て
し
ま
っ
た
。

「
か
あ
ち
ゃ
ん
に
、
お
こ
ら
れ
る
か
な

あ
凶と
思
っ
た
。
で
も
、
母
ち
ゃ
ん
は
、

「
上
手
に
や
れ
凶

と
言
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
ほ
っ
と
し
た
。

だ
っ
て
、
母
ち
ゃ
ん
が
お
こ
る
と
、
す

ご
く
こ
わ
い
か
ら
だ
。
ど
う
し
た
ら
上

手
に
で
き
る
か
と
考
え
な
が
ら
、
水
を

入
れ
て
、
ま
た
と
い
だ
。
ま
た
、
米
が

ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
、
へ
ん
な
気
持
ち
が
し
た
。

「
米
と
ぎ
は
、
い
つ
や
っ
て
も
、
米
が

ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
、
へ
ん
な
気
持
ち
が
す

る
も
ん
だ
な
あ
凶

と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
今
度
は
、
ゆ
っ

く
り
水
を
す
て
た
。
で
も
、
ま
た
、
米

が
出
て
し
ま
っ
た
。

「
何
回
や
っ
て
も
、
し
っ
ぱ
い
す
る
ゆ
一

と
思
っ
た
。

　
ま
た
、
水
を
入
れ
て
、
と
ご
う
と
し

た
ら
、
母
ち
ゃ
ん
が
、

「
そ
れ
で
い
い
や
凶

と
言
っ
た
。
だ
か
ら
、
や
め
て
、
ふ
と

ん
の
中
に
入
っ
た
。
手
が
．
つ
め
た
か

っ
た
。
「
き
っ
と
、
母
ち
ゃ
ん
は
、
米
に
水
を

入
れ
て
い
る
か
な
の
一

と
思
っ
た
。
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恩
給
の
改
善
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
恩
給
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
第
五
十
四
号
）
に
基
づ
き
旧
軍
人
等

に
係
る
あ
な
た
の
恩
給
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
受
け
て
い
る
恩
給
・
扶
助
料
の

年
額
が
増
額
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は

次
の
請
求
改
定
と
な
る
も
の
を
除
い
て

職
権
改
定
さ
れ
ま
す
が
、
次
の
改
善
に

つ
い
て
は
請
求
の
手
続
が
必
要
で
す
。

該
当
す
る
方
は
所
定
の
請
求
手
続
を
行

っ
て
下
さ
い
。

◎
請
求
手
続
を
必
要
と
す
る
も
の

L
　
次
の
要
件
を
備
え
た
旧
海
軍
の
特

　
務
士
官
や
準
士
官
で
あ
っ
た
方
の
仮

　
定
俸
給
の
改
善

q
下
士
官
と
し
て
在
職
し
て
い
た
こ
と

　
が
あ
る
者
。

②
昭
和
二
十
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の

　
旧
軍
人
と
し
て
の
実
在
職
年
数
が
、

　
普
通
恩
給
と
し
て
の
所
要
最
短
年
数

　
以
上
で
あ
る
者
。

2。

旧
軍
人
等
の
加
算
年
を
年
金
額
に

　
反
映
さ
せ
る
年
令
要
件
が
「
六
十
五

　
歳
以
上
」
か
ら
「
六
十
歳
以
上
」
に

　
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

a
　
訓
導
等
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
者

　
が
代
用
教
員
と
な
り
、
引
き
続
き
訓

　
導
等
と
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
代
用

教
員
期
間
が
恩
給
の
基
礎
在
職
年
に

通
算
さ
れ
ま
す
。

※
旧
軍
人
の
一
時
恩
給
及
び
一
時
金
に

　
つ
い
て

　
旧
軍
人
と
し
て
の
実
在
職
年
が
3
年

以
上
あ
る
方
は
、
現
在
一
時
恩
給
若
し

く
は
一
時
金
が
支
給
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
未
請
求
の
方
が
相
当
あ
り
ま

す
。
　
未
請
求
者
又
は
そ
の
遺
族
の
方
は
、

次
の
事
項
を
参
考
に
し
て
、
役
場
又
は

県
庁
民
生
部
援
護
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

○
旧
軍
人
の
実
在
職
年
が
引
き
続
い
て

　
3
年
以
上
の
人
．
：
…
一
時
恩
給

○
旧
軍
人
の
実
在
職
年
が
断
続
し
て
あ

タ
　
り
、
合
計
し
て
3
年
以
上
…
：
⊥
時

　
金多
く
わ
し
く
は
多

◎
県
庁
民
生
部
援
護
課
恩
給
係
（
電
話

0
2
5
2
1
2
3
1
5
5
1
1
　
内
線

3
1
8
2
）

〒
9
5
1
　
新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町

6
0
2
番
地

◎
松
代
町
役
場
社
会
課
社
会
福
祉
係
に

　
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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駄
災
獄
熱
災
溝
難
欝
鴛
あ
癒
簸

　
1
0
月
2
9
日
、
婦
人
消
防
協
力
隊
の
一

日
講
習
会
が
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冬
期
間
は
出
稼
ぎ
の
為
、
婦
人
消
防

協
力
隊
は
地
域
消
防
力
の
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。
講
習
会
は
、
家
庭
に

お
け
る
救
急
法
の
実
技
講
習
の
あ
と
、

「
山
形
県
酒
田
市
の
大
火
」
の
映
画
が

上
映
さ
れ
、
次
に
会
場
を
役
場
裏
に
移

し
消
火
器
の
使
い
方
に
つ
い
て
の
実
習

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
備
え

ら
れ
た
消
火
器
が
家
の
す
み
っ
こ
で
、

し
か
も
人
目
に
つ
き
に
く
い
場
所
に
置

か
れ
て
い
る
よ
う
で
は
”
い
ざ
”
と
い

う
と
き
の
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。
消
火
器

は
、
誰
に
も
す
ぐ
わ
か
る
、
よ
く
見
え

る
と
こ
ろ
へ
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
は
特
に
、
寒
さ
も
増
し
、

暖
房
器
具
や
火
を
使
う
事
が
ふ
え
ま
す
。

日
常
の
火
気
の
点
検
を
く
り
返
し
、
火

災
の
な
い
松
代
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

消
火
器
実
習
↓

　1日支生
糸鐸
に当
つ
　のい
て

　
児
童
手
当
1
0
月
期
分
を
、
1
0
月
9
日

付
で
受
給
者
の
皆
様
の
口
座
に
振
り
込

み
ま
し
た
の
で
、
各
位
確
認
し
て
下
さ

い
。
今
回
の
現
況
届
に
よ
り
額
が
減
額

に
な
っ
た
り
増
額
に
な
っ
て
い
る
方
が

い
ま
す
が
、
町
村
所
得
割
の
有
・
無
に

よ
り
、
職
権
処
理
い
た
し
ま
し
た
の
で

く
わ
し
い
こ
と
は
．
役
場
社
会
課
社
会

福
祉
係
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

　
次
回
は
、
5
5
年
2
月
1
0
日
付
で
支
給

い
た
し
ま
す
。

聖

き
申
華
申
罷
申

灘
．
｝
“
．
…
∞
　
…
、
…
暴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
…
　

…
鞍
．
、
…
、
柑
…
．
聡
．
鐵
灘
難

蓼
灘
鱒
㎜
　
…
…
…
…
…
…
｝
駿
璽
灘

　
松
代
町
は
郡
内
で
最
も
交
通
事
故
の

発
生
件
数
が
多
い
と
い
う
残
念
な
結
果

が
で
て
い
ま
す
。
特
に
二
輪
車
事
故
の

激
増
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
日
の
暮
れ
が
早
く
な
り
、
、
視
界
や
視

力
が
悪
く
な
る
の
に
、
歩
行
者
や
運
転

者
が
昼
と
同
じ
注
意
と
方
法
で
行
動
す

る
た
め
で
す
。

　
事
故
を
起
し
た
り
、
被
害
に
合
わ
な

い
よ
う
、
と
り
わ
け
次
の
点
に
注
意
し

て
下
さ
い
。

ー
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
ー

』
横
断
は
安
全
を
確
か
め
て
『

　
こ
の
時
期
に
は
、
横
断
歩
行
者
の
被

害
事
故
が
増
え
ま
す
。
急
な
と
び
だ
し

な
ど
せ
ず
に
、
左
右
の
安
全
確
認
は
も

ち
ろ
ん
、
一
呼
吸
待
っ
て
横
断
す
る
気

持
ち
で
し
ま
し
ょ
う
。

ー
反
射
材
の
活
用
を
6

　
夜
行
反
射
材
を
足
も
と
や
、
自
転
車

に
貼
る
な
ど
し
て
、
夜
間
で
も
運
転
者

か
ら
見
え
や
す
い
目
立
つ
も
の
に
す
る

よ
う
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
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家庭の和

まるく、大きく

　育てよう

蒲生小堺哲夫
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ち
ょ
つ

〆

／

　
蒲
生
部
落
が
今
年
と
来
年
の
ニ
ケ
年

間
明
る
い
家
庭
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
地

区
に
県
の
指
定
を
う
け
ま
し
た
。
従
い

ま
し
て
推
進
指
導
員
を
設
置
、
町
当
局

の
指
導
の
も
と
に
、
そ
の
旨
を
広
く
部

落
民
の
理
解
を
深
め
そ
の
推
進
に
努
め

て
お
り
ま
す
が
度
毎
に
輪
の
拡
大
化
す

る
こ
と
を
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
八
月
二

十
四
日
県
か
ら
講
師
を
招
い
て
講
演
会

（
蒲
生
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
に
於
て
）

九
月
一
日
に
は
蒲
生
小
学
校
学
区
民
総

ぐ
る
み
の
大
運
動
会
、
何
れ
も
成
果
を

収
め
ま
し
た
。
十
月
二
十
八
日
（
日
曜

日
）
素
晴
し
い
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
部

落
遠
足
、
区
長
さ
ん
始
め
老
い
も
若
き

も
幼
少
も
総
勢
一
四
八
名
が
参
加
し
て

儀
明
の
薬
師
堂
参
詣
、
山
頂
に
て
愉
し

い
昼
食
会
と
日
頃
汗
し
て
働
く
者
が
、

仕
事
を
家
事
を
忘
れ
一
同
に
会
し
た
事

は
誠
に
意
義
深
く
み
の
り
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
会
に
家
族

ぐ
る
み
の
参
画
は
、
そ
れ
こ
そ
明
る
い

家
庭
づ
く
り
の
第
一
歩
か
と
も
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行
事
が
続
行
さ
れ

る
よ
う
祈
念
す
る
と
共
に
蒲
生
部
落
、

松
代
町
が
明
る
い
毎
日
を
過
さ
れ
る
よ

う
認
識
を
深
め
た
い
も
の
で
す
。

‘ー
マ「

と
得
す
る

電
報
・
電
話
の

利
用
あ
れ
こ
れ

圃
　
一
〇
〇
円
公
衆
電
話
を
使
う
時
は
、

一
〇
〇
円
硬
貨
と
は
別
に
一
〇
円
硬
貨

を
二
～
三
枚
入
れ
て
お
く
と
、
通
話
中

は
一
〇
円
硬
貨
か
ら
先
に
落
ち
る
の
で
、

万
一
目
的
の
相
手
が
不
在
で
あ
っ
て
も

一
〇
円
で
済
み
ま
す
。
し
か
し
、
一
〇

〇
円
硬
貨
の
み
を
入
れ
て
お
き
ま
す
と

目
的
の
相
手
が
不
在
の
場
合
一
〇
円
で

済
む
と
こ
ろ
、
つ
り
銭
が
も
ど
り
ま
せ

ん
の
で
、
　
一
〇
〇
円
か
か
り
ま
す
。
ご

注
意
ご
注
意
。
ま
た
、
話
が
終
り
に
近

づ
い
た
ら
一
〇
円
硬
貨
を
二
～
三
枚
入

れ
る
と
あ
ま
り
ム
ダ
な
く
か
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
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戸

暴
イー

囹
　
祝
電
は
当
日
打
と
う
と
思
っ
て
も

混
ん
で
い
る
場
合
が
多
い
し
、
忘
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
便
利
な
の

が
配
達
日
指
定
制
度
。
配
達
日
の
一
〇

日
前
か
ら
受
付
、
三
日
前
ま
で
に
打
て

ば
一
五
〇
円
割
引
に
な
り
ま
す
。
な
お

家
に
い
な
が
ら
電
話
か
ら
も
電
報
が
打

て
ま
す
。
番
号
は
局
番
な
し
の
一
一
五
番
。

地
集
の
方
は
局
番
な
し
〇
一
一
五
番
。

幽
　
電
話
の
移
転
工
事
や
電
話
の
新
設

を
す
る
と
同
時
に
親
子
電
話
や
さ
し
込

み
電
話
を
取
り
付
け
ま
す
と
工
事
費
が

五
〇
〇
円
割
引
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

同
じ
く
カ
ラ
ー
電
話
機
に
取
り
替
え
る

場
合
は
工
事
費
（
二
〇
〇
〇
円
）
は
不

要
と
な
り
ま
す
。

國
　
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
聞
い
た
と

き
は
、
受
話
器
を
し
っ
か
り
と
か
け
る

こ
と
。
も
し
受
話
器
が
は
ず
れ
て
い
た

り
す
る
と
、
い
つ
ま
で
も
聞
い
て
い
る

こ
と
と
な
り
料
金
が
ど
ん
ど
ん
加
算
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。

αOl

　
町
野
球
協
会
主
催
の
第
3
3
回
町
長
杯

争
奪
野
球
決
勝
大
会
が
1
0
月
2
8
日
松
代

高
校
グ
ラ
ン
ド
、
旧
松
代
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
勝
大
会
に
は
予
戦
リ
ー
グ
で
勝
残

っ
た
8
チ
ー
ム
（
参
加
2
8
チ
ー
ム
）
が

出
場
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
決
勝
は
、
松
代
青
年
会
の
ア
パ
ッ
チ

一
斗
軍
が
昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム
（
西
松

建
設
）
を
破
り
十
七
年
ぶ
り
五
回
目
の

町
長
杯
を
獲
得
し
ま
し
た
。
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